
（別紙４）

〜 R6年 11⽉ 15⽇
（対象者数） 33 （回答者数） 29

〜 年 ⽉ ⽇
（対象者数） 6 （回答者数）

〜 年 ⽉ ⽇
（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・アセスメントの精度向上のための研修等の実施。
・他職員へ研修内容を周知したうえで実際の支援に取
り入れる。

2
・事業所で提供している支援を実際に⾒ていただき、
対応方法等を伝える機会を提供する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・町内の回覧板を確認し、清掃活動等地域活動へ積極
的に参加する。
・避難場所となる学校への挨拶を⾏う。
・事業所の広報配布を⾏い、地域の福祉ニーズを把握
する。

2
・利⽤児童の課題に合わせた支援スペースの⾒直し、
調整を⾏う。

3

○従業者評価実施期間 R6年 11⽉ 1⽇

○事業所名    キッズサポートあるふぁ
○保護者評価実施期間 R6年 11⽉ 1⽇
○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 年 ⽉ ⽇
○訪問先施設評価有効回答数
○事業者向け自己評価表作成⽇ R7年 1⽉ 27⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

幼児期における発達段階と個の障害特性を踏まえた支援

・指⽰理解、発達チェック、特性シート等のアセスメン
トツールを活⽤し、子どもたち一人ひとりの個性や障害
特性を⾒極めながら、発達に応じた活動プログラムを⽤
意し、可能な限り個別的な関わりに務めている。
・アセスメント情報は職員間で共有し、支援方法の統一
を図っている。

保護者支援

・ライフサポートあおば利⽤の保護者を対象に、年2グ
ループ
（1グループ５名程度）、ペアレント・トレーニングを
開催
し、保護者の対応⼒向上を図っている。

事業所の設備 ・利⽤児の活動場所が⾜りない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との連携
・地域への情報発信。
・地域住⺠との交流が少ない。

事業所における自己評価総括表公表



公表：　令和7年　3月　31日 事業所名　キッズサポートあるふぁ

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

50% 50%

・基準は満たしているが、活
動エリアが狭く感じる。
・多目的自立課題を活用して
いる。
・活動場所をわかりやすくす
るための構造化をしている。

・児童発達支援センターの基準を満たした広さ
ではあるが、今後、移転も含めた検討を行う。

2 職員の配置数は適切である 100% 0%
・児童が活動するエリアを職
員全員で見守ることができて
いる。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化
された環境になっているか。また、障が
いの特性に応じ、事業所の設備等は、バ
リアフリー化や情報伝達等への配慮が適
切になされている

87% 13%
・知的障害・発達障害児向け
の構造となっている。

・多様なニーズの受入れをするため、契約児童
に合わせた環境調整に努める。
・今後、移転等も含めた検討を行う。

4 年　月　日 100% 0%
・利用児童に向けた遊具・玩
具及びエリア設定をしてい
る。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が
参画している

100% 0%

・実地指導は行っている。
・午後のミーティングを通し
て目標の共有や児童の様子の
共有ができている。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に
対して事業所の評価を実施するととも
に、保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげている

100% 0%
・保護者との面談や見学をす
る機会が増えたと感じる。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として自己
評価を行うとともに、その結果による支
援の質の評価及び改善の内容を、事業所
の会報やホームページ等で公開している

100% 0%
・HP・広報へ添付するなどし
て公表している。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげている

75% 25%
・財務について、税理士の指
導を受けている。

・第三者評価の受審検討。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保している

100% 0%
・毎年、研修計画の立案・遂
行の他、必要な研修へ派遣し
ている。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析した
上で、児童発達支援計画を作成している

100% 0%
・課題や強化子・指示理解の
アセスメントを行い、日々の
支援目標に活かしている。

11
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを
使用している

100% 0%
・発達についてのアセスメン
トシートを使用している。
（幼児期向け）

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべ
き支援」の「発達支援（本人支援及び移
行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に
必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されている

100% 0%

・個別支援計画に５領域の枠
を設けている。
・ケースカンファレンスにて
児童指導員・保育士に向けた
話し合いの機会を設け、質問
を受けるなど、その内容につ
いて説明している。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ている

100% 0%
・個別支援計画に基づいた目
標設定をミーティングにて確
認している。

14
活動プログラムの立案をチームで行って
いる

87% 13%
・行事の企画は担当が起案を
作成し、稟議ののち、実施。

・稟議に要する時間の確保。
（起案作成の早期化・ミーティングでの協
議。）

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫
している

100% 0%
・担当職員を月ごとに変えて
行っている。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて児童発達支援計
画を作成している

100% 0%

・個別から集団に向けた支援
を実施。
・保育所等訪問支援との連
携。

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

17
支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認している

75% 25%
・朝のミーティングで情報共
有している。

・効率化及び内容の精査を行う。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有している

75% 25%
・午後のミーティングで情報
共有している。

・効率化及び内容の精査を行う。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹
底し、支援の検証・改善につなげている

100% 0%
・ケース記録やメモを記入し
、次回の支援に役立ててい
る。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達
支援計画の見直しの必要性を判断してい
る

100% 0%
・支援会議を通して、
支援計画の見直しが行われて
いる。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

100% 0%
・児童発達支援管理責任者が
参加している。

・必要に応じて担当者の参加を検討。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係
者や関係機関と連携した支援を行ってい
る

75% 25%

・保育園やあおもり親子はぐ
くみプラザとの連携。
・保育所等訪問支援との連
携。

・連携情報の周知。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障がいのある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援を行って
いる

0% 100%
（現在、受入できていな
い。）

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障がいのある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制を整えている

0% 100%
（現在、受入できていな
い。）

25

移行支援として、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等
との間で、支援内容等の情報共有と相互
理解を図っている

100% 0%
・保育所等との移行会議に参
加。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校
（小学部）との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っている

87% 13%
・利用終了後にはなるが、４
月以降に学校との情報共有を
行っている。

・保護者の同意を得ながら実施。

27

他の児童発達支援センターや児童発達支
援事業所、発達障害者支援センター等の
専門機関と連携し、助言や研修を受けて
いる

75% 25%

・他の児童発達支援センター
と共に青森市発達支援事業所
連絡会を通して助言や研修を
行っている。

・不特定職員の参加を検討。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障がいのない子どもと活動する機
会がある

13% 88%

・事業所単位での交流機会は
ないが、利用児童がほぼ保育
所等との併用児であるため、
個々の交流機会はある。

・公共の遊び場を利用する機会増の検討。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の
子ども・子育て会議等へ積極的に参加し
ている

50% 50%

・令和6年11月より、管理者が
青森市障がい者自立支援協議
会に参画している。（障がい
児部会長）

・職員への周知。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っている

100% 0%

・口頭や連絡ノートで情報共
有している。
・保護者用のLINEも活用して
いる。

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対して家族支援プログラム（ペ
アレント･トレーニング等）の支援を
行っている

100% 0%
・ライフサポートあおば３事
業所で実施している。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明を行っている

100% 0%
・利用開始時に別紙等を用意
し、説明している。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作成された「児
童発達支援計画」を示しながら支援内容
の説明を行い、保護者から児童発達支援
計画の同意を得ている

100% 0%

・利用開始時、誕生日月及び
その６ヶ月後に面談機会を設
定し、説明の上で同意を得て
いる。

関
係
機
関
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保
護
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等
に対する相談に適切に応じ、必要な助言
と支援を行っている

100% 0%

・利用開始時、誕生日月及び
その６ヶ月後に面談機会を設
定し、説明の上で同意を得て
いる。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連
携を支援している

87% 13%
・年に2回保護者懇談会を
実施している。

・保護者同士の連携機会の設定。

36

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、対応の体制を整備するとともに、
子どもや保護者に周知し、相談や申入れ
があった場合に迅速かつ適切に対応して
いる

100% 0%

・児童発達支援管理責任者が
相談に応じられることを伝
え、希望に応じて時間調整を
行い、対応している。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信している

100% 0% ・年に３回、発行している。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 100% 0%
・利用者個人情報保護マニュ
アルに沿って対応している。

39
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮をしている

100% 0%
・保護者へはLINEを
活用している。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

37% 63%
・地域のごみ拾い等に参加
し、事業所の周知を行ってい
る。

・地域住民の集まり等に事業所で参加するなど
を検討する。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、
職員や保護者に周知するとともに、発生
を想定した訓練を実施している

100% 0%
・作成し、年度当初に配布・
説明するとともに、保護者懇
談会でも説明している。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っている

100% 0% ・BCP訓練を実施している。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作
等のこどもの状況を確認している

100% 0%
・利用開始時に調書にて確認
するとともに、変化があった
際は調書に記載している。

44
食物アレルギーのある子どもについて、
医師の指示書に基づく対応がされている

50% 50%
・食物アレルギーの確認はし
ている。

・食物アレルギーがある方に対して、医師の指
示書の提出を依頼する。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内
で共有している

87% 13%
・作成のルールがあり、提出
後は１ヶ月以内に会議で対応
策を検討している。

・作成ルールの定期的な確認。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしている

100% 0%
・年１回以上、虐待防止に関
する研修を受講している。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を
行うかについて、組織的に決定し、子ど
もや保護者に事前に十分に説明し了解を
得た上で、児童発達支援計画に記載して
いる

100% 0%
・身体拘束についての研修
を、年１回以上受講してい
る。

非
常
時
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公表：　令和７年　3月　31日

事業所名　キッズサポートあるふぁ　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）33　　回収数　29　　割合　88　％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

73% 17% 3% 7%

・法律上は規定を満
たしている。
・面談等を活用して
事業所内を見ていた
だく。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 69% 0% 0% 31%

・本人に合わせた活
動、また本人の課題
や
できることをしっか
り見てくださってい
ると
思います。

・面談等を活用して
事業所内を見ていた
だく。

3 年　月　日 90% 0% 0% 10%

・靴置き場にそれぞ
れ
顔写真が貼ってあ
り、
本人もわかりやすい
と思った。

・本人に分かりやす
い環境設定に努め
る。（構造化）

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっているか。また、子ども達の
活動に合わせた空間となっているか

94% 3% 0% 3%

・参観日のような実
際に活動を見る機会
があればいいなと思
います。

・面談等を活用し活
動の様子を見ていた
だく他、活動の様子
を動画で撮影し見て
いただく。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、児童発達支援計画*2
が作成されているか

100% 0% 0% 0%

・療育での状態や
保護者の希望をもと
に作成されて
いると思いました。

・アセスメント力を
強化し、今後もより
良い計画作成に努め
る。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべ
き支援」の「発達支援（本人支援及び移
行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に
必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されている
か

97% 0% 3% 0%

・「発達支援」の中
の人間関係・社会性
の部分において、仲
間づくりと集団への
参加があまりない。

・個の発達段階に応
じた支援を行ってい
る。
・支援プログラムに
ついて説明させてい
ただく。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

100% 0% 0% 0%

・指先を使う課題
や着脱など子どもに
必要な支援をして
いただいています。

・計画・目標の共有
を行い、助言を通し
て目標達成につなげ
る。

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工
夫されているか

79% 3% 0% 17%
・通い始めたばかり
なのでまだわからな
いです。

・支援プログラムに
ついて説明させてい
ただく。
・面談等を活用し活
動の様子を見ていた
だく他、活動の様子
を動画で撮影し見て
いただく。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障がいのない子どもと活動する機
会があるか

48% 7% 7% 38%
・通い始めたばかり
なのでまだわからな
いです。

・併用している保育
園等が無い児童に関
しては、交流する機
会を検討する。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

100% 0% 0% 0%
・丁寧に説明して
いただきました。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作成された「児
童発達支援計画」を示しながら支援内容
の説明がなされたか

100% 0% 0% 0%

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペ
アレント・トレーニング*4等）が行われ
ているか

88% 0% 0% 12%
・ペアトレが本人の
レベルと合っていな
い部分がある。

・実施後のアンケー
ト調査や聞き取りを
行い、効果を検証し
ていく。
・ペアレント・ト
レーニングは、行動
理論の技法の学習、
ロールプレイ、ホー
ムワークといった学
習が必要であるた
め、資料だけの配布
は行っておりません
ので、ご了承くださ
い。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題に
ついて共通理解ができているか

100% 0% 0% 0%

・やっている内容を
口頭でも伝えていた
だればなお良い
・毎日の連絡ファイ
ルにこまかく丁寧に
その日の様子を書い
てくださるので状況
がよくわかります。

・職員間で対応に差
が出ないよう丁寧な
説明を心掛ける。
・保護者の方の送迎
の際は、なるべく
行ったことについて
お伝えしていくよう
心掛ける。
※対応した職員が送
迎で不在の場合があ
りますので、ご容赦
ください。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児
に関する助言等の支援が行われているか

92% 4% 0% 4%
・要望に応じて年2回
以上の機会を設け
る。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援さ
れているか

76% 8% 0% 16%

・開催されているの
はわかっているので
すが、参加できず申
し訳ございません。
・保護者懇談会等の
機会がこれからも定
期的にあれば嬉しい
です。

・年2回の実施を継
続。

16

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、対応の体制が整備されているとと
もに、子どもや保護者に周知・説明さ
れ、相談や申入れをした際に迅速かつ適
切に対応されているか

96% 4% 0% 0%

・相談に対して
すぐにお電話下さり
誠にありがとうござ
いました。

・6ヵ月以内に面談を
行う機会がある他、
相談の申し入れに対
しては、日程を調整
し実施している。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

92% 4% 0% 4%

・コミュニケーショ
ンのツールの活用な
ど子に合わせた意思
の疎通ができるよう
対応している。
・LINEを活用し、保
護者との連絡を円滑
に行えるよう整備さ
れている。

保
護
者
へ
の
説
明
等



チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

18

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか

88% 0% 0% 12%

・連絡帳に行事の様
子を記入する他、広
報誌や定期的にブロ
グを更新し、情報を
発信する。

19
個人情報の取り扱いに十分注意されてい
るか

96% 0% 0% 4%

・個人情報同意書に
承諾されていても使
用の際には、保護者
へ使用の承諾をその
都度得ている。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、保
護者に周知・説明されているか。また、
発生を想定した訓練が実施されている
か。

84% 4% 0% 12%
・午後の回なので
わからない

・マニュアルは整備
されているため、保
護者への周知・説明
を行っていく。
・一年のうち不審者1
回、感染症2回の訓練
を行っている。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

68% 4% 0% 28%
・午後の回なので
わからない

・ブログに行事予定
を掲示する他、訓練
の様子等を載せるよ
う検討する。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 80% 16% 0% 4%
・毎日楽しみに
しています。ありが
とうございます。

・お子さんの安心か
つ楽しみを提供しつ
つ、課題達成に向け
た支援を継続する。

23 事業所の支援に満足しているか 96% 4% 0% 0%

・まだ数回の通所で
すが、表現や出来る
ことが増え成長を感
じています。

・支援の効果につい
て、本人・保護者と
の共有を継続する。

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすることです。

*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを
通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項な
どを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休
暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶことで、子どもが適切な行動
を獲得することを目標としています。
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